
カーボンニュートラル経営セミナー事業業務の委託に係る 

公募型プロポーザル 質問及び回答 

 

No. 該当箇所 質  問 回  答 

１ 

実施要領

４（３） 

提案書のページ数、印刷方法に指定はあるの

か。 

提案書のページ数、印刷方法に

指定はありません。 

２ 

実施要領 

７（１） 

「業務の再委託の禁止」が示されているが、複

数の事業者にて共同入札という形式で応募させ

て頂くことは認められているか。 

 

今回の公募型プロポーザルで

は、想定していませんので、複数

の事業者で業務を実施する場合

は、業務の再委託に該当すると

思われます。 

なお、業務の再委託については、

県と協議し、承認を受ける必要

がありますので、別途協議をお

願いします。 

３ 

実施要領 

７（１） 

デジタルブックの作成について、ヒアリング調

査・掲載構成作成・掲載内容の検討/決定を受

託者（契約者）が行い、納品用事例集やデジタ

ルブックのパブリッシング業務（編集・印刷・

電子化）のみを第三者に委託しようと考えてい

るが、「業務の再委託の禁止」に該当するか。

また、認可される場合に、企画提案書時の明示

（つまり企画提案書への委託先事業者情報の掲

載）は必要か。 

 

左記内容での業務再委託は可能

と考えますが、具体的な内容に

ついては、改めて協議をお願い

します。 

また、委託先事業者情報につい

ても、企画提案書への記載にか

かわらず、別途協議となります。 

４ 

仕様書 

３（３） 

「3 委託料」について、対象経費とされている

項目の中で、人件費や謝金など上限額が設定さ

れている項目があれば、項目とその上限額につ

いて詳細を教えてほしい。 

対象経費において上限額を設定

している項目はありません。 

ただし｢9.一般管理費｣及び｢10.

消費税及び地方消費税｣につい

ては、仕様書に記載のとおりと

なります。 

５ 

仕様書 

４（１） 

セミナー開催時期として「令和９（2027）年２

月中・下旬」を原則としているが、その理由が

あれば教えてほしい。 

 

参加企業への情報提供を行うた

め、次年度県予算案発表の予定

時期以降の開催としておりま

す。 



６ 

仕様書 

４（１） 

昨年度同事業におけるセミナーの開催内容につ

いて、会場情報やセミナー構成（内容・時間）

などを教えて頂きたい。 

 

昨年度のセミナー構成について

は、基調講演、企業講演及び県の

事業紹介を組み合わせ、約 90分

で実施しております。 

また、会場については、下記のと

おりとなります。 

第１回：那須野が原ハーモニー

ホール 交流ホール 

第２回：小山市立文化センター 

小ホール 

第３回：栃木県庁舎東館４階講

堂 

集客可能な会場を御提案くださ

い。 

７ 

仕様書 

４（１） 

セミナーの構成として「栃木県事業の紹介≒カ

ーボンニュートラル関連施策）」と案件仕様書の

４（１）③オ cに記載されているが、対象となる

施策が明示できるのであれば教えてほしい。 

仕様書に記載のとおり、具体的

な施策は、契約締結後通知しま

すが、例としては、下記のホーム

ページを参照してください。 

栃木県／カーボンニュートラル

に関する取組支援一覧 

８ 

仕様書 

４（１） 

登壇者（基調講演者）の確保について、提案時点

での内諾は必須なのか。 

登壇者の内諾については、提案

時点において必須ではありませ

んが、内諾を得ている場合には、

審査時に提案内容の実現可能性

が高いと判断される可能性があ

ります。 

９ 

仕様書 

４（１） 

セミナー構成（講演＋事例発表＋県説明）はどこ

まで追加提案が可能なのか。 

（例えば、意見交換会の追加等） 

特に追加提案の範囲を限定して

おりません。 

10 

仕様書 

４（１） 

集客の定員 80名は、「目安」と「達成義務」のど

ちらか。 

集客の定員については、目安と

しておりますが、可能な限り定

員に近い人数を集めていただく

ようにお願いします。 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/d02/carbonneutral/support.html
https://www.pref.tochigi.lg.jp/d02/carbonneutral/support.html


11 

仕様書 

４（１） 

KPI（事後アンケートでの満足度評価等）は求め

られるのか。 

セミナーに対する KPI は設けま

せんが、参加者へのアンケート

で満足度等の調査はお願いしま

す。 

12 

仕様書 

４（１） 

県側で実施を想定している周知活動を教えてほ

しい。 

県のメールマガジン等での配信

を想定しております。 

13 

仕様書 

４（１） 

会場手配の判断基準（県施設利用の優先度・条

件）を教えてください 

県施設利用の優先度・条件等は

特段ありません。委託料の範囲

で集客可能な実施会場を候補と

して記載してください。 

14 

仕様書 

４（２） 

ヒアリング先として「栃木県の補助金を活用し

た企業」とあるが、対象となる補助金が明確にあ

り、その対象企業リストは栃木県から共有され

る認識でよいか。 

お見込みのとおりとなります。 

15 

仕様書 

４（２） 

対象補助金が年度内もしくは前年度のものかに

よって状況が変わると思われるが、ヒアリング

実施時期の想定スケジュールがあれば、理由と

合わせて教えてほしい。 

補助金を活用した成果をとりま

とめることを想定しているた

め、過年度補助金を活用した企

業をヒアリングしてもらうこと

になります。 

また、スケジュールにつきまし

ては、セミナー実施時に事例集

を配布できるよう、県と受託者

とで作業時期を調整し、ヒアリ

ング先の選定等を行っていきま

す。 

17 

仕様書 

４（２） 

デジタルブックの作成について、自治体 HP上で

の公開であれば PDF 形式で十分（費用対効果を

鑑みても PDF で期待効果は充足できる）と想定

されるが、デジタルブックの具体的な用途やフ

ァイル形式などの指定はあるか。 

ホームページへの掲載、周知等

に活用します。デジタルブック

については、仕様書に記載のと

おり、パソコンやスマートフォ

ン、タブレットなどのデバイス

で閲覧できるものであれば、厳



格に形式まで指定するものでは

ありません。 

18 

仕様書 

４（２） 

デジタルブックのファイル形式やフォーマット

について、栃木県の過去の事業実績の中で、参考

になるものがあれば示してほしい。 

別途県で作成した「価格転嫁事

例集」を参考資料として提示し

ます。 

栃木県／適切な価格転嫁の実現

に向けた支援情報等について 

19 

仕様書 

４（２） 

ヒアリング対象企業である 15社の最終確保責任

者は受託者もしくは県のどちらなのか。 

ヒアリング対象企業について

は、後日県から提供する情報を

元に受託者から提案していただ

くことを想定していますが、県

と協議しながら選定を進める中

で、不足が生じる場合には、受

託者と県とで協力して対象企業

が 15社程度となるよう作業を

進めていくことになります。 

20 

仕様書 

４（２） 

企業の協力が得られない場合の代替条件はござ

いますか。 

製造業のみでヒアリング企業数

が充足しない場合は、県と受託

者とで協議の上、別な業種も含

めて対象企業を選定することが

あります。 

21 

仕様書 

４（２） 

県との定例会・進捗報告頻度の目安はございま

すか 

特段、回数等の指定はありませ

ん。県と受託者とで必要な情報

共有等ができる頻度で実施する

ことを想定しております。 

 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/f02/kakakutenka/r5_torikumi.html
https://www.pref.tochigi.lg.jp/f02/kakakutenka/r5_torikumi.html

